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本
社
前
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル

シ
ュ
ー
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。
店

内
に
は
淡
い
ブ
ル
ー
や
グ

リ
ー
ン
の
お
し
ゃ
れ
な
ス

ニ
ー
カ
ー
が
並
ぶ
。
本
体
は

革
製
。
靴
底
が
巻
き
上
が
っ

た
よ
う
な
個
性
的
な
デ
ザ
イ

ン
が
受
け
、
い
ま
や
全
国
の

百
貨
店
や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
引
く
手
あ
ま
た
だ
。

　

順
風
満
帆
に
見
え
る
ス
ピ

ン
グ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
だ
が
、

も
と
は
、
１
９
３
３
年
創
業

で
内
田
さ
ん
が
社
長
を
務
め

る
親
会
社
の
靴
メ
ー
カ
ー
・

ニ
チ
マ
ン
（
府
中
市
）
が
つ

く
っ
た
販
売
会
社
。
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有
名
ブ
ラ
ン
ド
や
大
量
生
産

品
に
押
さ
れ
て
い
た
ニ
チ
マ

ン
の
販
路
を
開
く
の
が
目
的

だ
っ
た
。
し
か
し
、「﹃
ス
ピ

ン
グ
ル
と
し
て
こ
だ
わ
り
の

物
づ
く
り
を
や
る
ぞ
﹄
と
の

思
い
は
あ
っ
た
」。

　

そ
の
思
い
は
実
を
結
ぶ
。

大
阪
の
ア
メ
リ
カ
村
の
店
で
、

ニ
チ
マ
ン
以
外
の
製
品
を
売

り
、
客
の
ニ
ー
ズ
や
ト
レ
ン

ド
を
つ
か
ん
だ
。

　

新
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
な
り
、
内
田
さ
ん

が
こ
だ
わ
っ
た
の
が
、
19
世

紀
に
米
国
で
生
ま
れ
た
「
バ

ル
カ
ナ
イ
ズ
製
法
」。
ゴ
ム
に

硫
黄
を
混
ぜ
て
釜
で
加
熱
す

る
こ
と
で
、
靴
底
は
は
が
れ

に
く
く
、
し
な
や
か
さ
が
増

す
。
手
間
は
か
か
る
が
、
本

物
志
向
の
消
費
者
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
と
製
法
名
を
前
面

に
出
し
た
。

　

加
熱
す
る
製
法
な
の
に

本
体
に
は
熱
に
弱
い
革
を

あ
え
て
使
っ
た
。「
他
社
が

や
り
た
が
ら
な
い
か
ら
こ

そ
、
勝
機
が
あ
る
」
と
内
田

さ
ん
。
革
の
縮
み
具
合
を
見

な
が
ら
の
試
行
錯
誤
を
続
け
、

２
０
０
２
年
、「
ス
ピ
ン
グ
ル

ム
ー
ヴ
」
が
完
成
し
た
。

　

履
き
心
地
の
良
さ
と
他
に

な
い
デ
ザ
イ
ン
が
口
コ
ミ
で

広
が
り
、
成
長
を
続
け
る
。

女
性
向
け「
ニ
ー
マ
」（
10
年
）、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
け
「
ビ
ズ
」

（
12
年
）
の
ブ
ラ
ン
ド
も
立
ち

上
げ
た
。

　

内
田
さ
ん
は
「
親
会
社
か

ら
の
伝
統
が
ヒ
ッ
ト
を
生
ん

だ
」
と
振
り
返
る
。

スピングルカンパニー 社長

内
う ち

田
だ

　貴
た か

久
ひ さ

さん（58歳）

カープとコラボしたデザインの「スピングルムーヴ」を手にする内田貴久社長＝府中市府中町

　斬新なデザインと履き心地の良さで人気を集める
スピングルカンパニー（府中市）のスニーカー。備
後の地場産業の流れをくむ製品は、東京や関西と
いった大都市圏で評判で、誕生から 12 年で 14 億
円を売り上げる。成功の裏には、物づくりへのこだ
わりがあった。

︵
井
石
栄
司
＝
２
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶

〈プロフィール〉東京都で５歳近くまで過ごした後、大阪へ。大学卒業後、スポー
ツ衣料メーカー・ヒットユニオンに就職した。１９９３年にニチマン
５代目社長に就任。97 年からは子会社・スピングルカンパニー
の社長も兼ねる。妻と娘の３人暮らし。

Vol.7

備
後
の
物
づ
く
り
が
生
ん
だ

府中市府中町 74–1
1997年 4月
約14億円
非公表
取り扱い店舗は全国約 250店
99人

〈本　　社〉
〈創　　業〉
〈売 上 高〉
〈純 利 益〉
〈店 舗 数〉
〈従 業 員〉

《会社概要》

革
製
ス
ニ
ー
カ
ー
﹁
ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
﹂

製
法
こ
だ
わ
り
大
都
市
で
ヒ
ッ
ト
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―
―
ニ
チ
マ
ン
の
社
長
に

就
任
し
た
１
９
９
３
年
当
時

は
、
ど
う
い
う
経
営
状
況
で

し
た
か
。 

　

ま
だ
社
長
の
器
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
た
が
、
父
（
国

夫
氏
）
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

経
営
の
勉
強
を
積
ん
で
い
な

か
っ
た
が
、
跡
を
継
が
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

　

欧
米
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ニ
ー

カ
ー
が
黒
船
の
ご
と
く
や
っ

て
き
て
、
国
内
市
場
で
台
頭

し
て
き
て
い
た
。
ス
ー
パ
ー

も
メ
ジ
ャ
ー
化
し
、
靴
に
特

化
し
た
大
型
チ
ェ
ー
ン
店
も

出
て
き
て
、
群
雄
割
拠
の
様

相
で
、厳
し
い
経
営
環
境
だ
っ

た
。

　

―
―
97
年
に
ス
ピ
ン
グ
ル

社
を
立
ち
上
げ
た
理
由
は
。

　

当
時
は
ま
だ
ス
ピ
ン
グ
ル

の
ブ
ラ
ン
ド
は
影
も
形
も
な

か
っ
た
。
そ
の
時
点
で
60
年

以
上
の
歴
史
が
あ
っ
た
ニ
チ

マ
ン
で
は
、
古
い
企
業
体
質

が
足
か
せ
と
な
り
、
従
来
の

商
習
慣
か
ら
抜
け
出
す
の
は

難
し
か
っ
た
。
し
が
ら
み
を

断
ち
切
り
、
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ね
ら
い
で

新
会
社
を
つ
く
っ
た
。

　

国
内
で
メ
ー
カ
ー
と
し
て

残
る
に
は
、
価
格
競
争
に
巻

き
込
ま
れ
た
の
で
は
立
ち
ゆ

か
な
い
。
将
来
的
に
は
付
加

価
値
の
あ
る
も
の
を
つ
く
り

た
い
と
は
思
っ
て
い
た
。

　

―
―
ス
ピ
ン
グ
ル
の
ブ
ラ

ン
ド
に
込
め
た
思
い
は
。

　

釜
で
加
熱
し
て
ゴ
ム
の
靴

底
を
ス
ニ
ー
カ
ー
本
体
に
圧

着
さ
せ
る
バ
ル
カ
ナ
イ
ズ
製

法
に
は
「
時
代
錯
誤
」「
重
た

い
」
と
い
う
声
が
社
内
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
製
法
が

長
年
続
い
た
の
に
は
、
靴
底

が
は
が
れ
に
く
く
、
し
な
や

か
さ
が
増
す
と
い
う
長
所
が

あ
っ
た
か
ら
。
歴
史
は
繰
り

返
さ
れ
る
。
一
時
の
流
行
に

な
が
さ
れ
ず
、
製
法
を
守
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
た
。

　

硫
黄
を
加
え
て
熱
す
る
製

法
を
社
内
で
は
「
加
硫
（
か

り
ゅ
う
）」
と
呼
ん
で
い
た
が
、

バ
ル
カ
ナ
イ
ズ
製
法
と
い
う

名
称
で
打
ち
出
せ
ば
、
本
物

に
こ
だ
わ
る
男
心
を
く
す
ぐ

る
は
ず
、
と
思
っ
た
。
日
本

人
が
好
き
な
革
は
熱
に
弱
い
。

バ
ル
カ
ナ
イ
ズ
製
法
で
革
の

ス
ニ
ー
カ
ー
を
つ
く
る
の
は

難
し
い
。
で
も
、
み
な
が
や
り

た
が
ら
な
い
こ
と
を
や
る
こ

と
で
勝
負
で
き
る
と
考
え
た
。

　

―
―
当
時
か
ら
ヒ
ッ
ト
の

予
感
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

う
ち
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ

り
を
幾
つ
か
打
ち
出
す
こ
と

で
、「
何
と
か
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
」と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
。

新
興
メ
ー
カ
ー
が
変
わ
っ
た

デ
ザ
イ
ン
の
ス
ニ
ー
カ
ー
を

売
り
出
し
た
だ
け
で
は
、
こ

こ
ま
で
の
ヒ
ッ
ト
に
な
ら
な

か
っ
た
と
思
う
。

　

ニ
チ
マ
ン
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ニ
ー
カ
ー
市
場
を
切
り

開
い
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ

カ
の
バ
ッ
グ
ブ
ラ
ン
ド
か
ら

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
靴

を
企
画
し
て
生
産
し
、
国
内

販
売
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ

に
逆
輸
出
も
果
た
し
た
。
こ

う
し
た
数
々
の
成
功
体
験
が

新
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る

う
え
で
自
信
に
な
っ
た
し
、

外
部
か
ら
の
評
価
に
も
つ
な

が
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
全
体
の

力
、
伝
統
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

が
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
ん
だ
。

　

―
―
ス
ピ
ン
グ
ル
製
品
だ

け
を
売
る
オ
ン
リ
ー
シ
ョ
ッ

プ
を
展
開
す
る
ね
ら
い
は
。

　

当
初
売
れ
な
く
て
も
続
け

て
い
く
こ
と
で
ヒ
ッ
ト
す
る

こ
と
も
あ
る
。
ス
ピ
ン
グ
ル

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
発
信
す
る

店
を
持
つ
こ
と
は
、
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
固
定
観
念
や
先
入

観
を
捨
て
て
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
を
探
る
う
え
で
も
重
要
だ
。

大
量
に
売
る
こ
と
が
目
的
で

は
な
い
。
ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ

の
世
界
を
お
客
様
に
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

た
。
海
外
に
も
打
っ
て
出
た

い
思
い
も
あ
る
。

　

―
―
好
き
な
本
を
一
冊
教

え
て
下
さ
い
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す

る
本
や
専
門
誌
が
多
い
の
で

お
勧
め
で
き
る
本
は
な
い
。
本

で
知
識
を
得
る
よ
り
、
消
費

者
目
線
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見

て
感
じ
る
こ
と
の
方
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

大改装を計画している広島アンデルセンの前に立つ吉田社長＝広島市中区本通

本社近くの店内には、カンガルー革のおしゃれなスニーカーが並べられている
＝府中市府中町

「SPINGLE」には、「スピン＝回転」
と、常に続ける意味を込めた「現
在進行形の ing」と、「グルグル」
回る様子を掛け合わせたという

スピングルムーヴの代表的モデルの一つ。
税別１万６千円

厳
し
い
経
営
環
境

新
会
社
に
活
路

ニ
チ
マ
ン
の
成
功
体
験

自
信
と
評
価
に

ス
ニ
ー
カ
ー

群
雄
割
拠
の
時
代

本
物
志
向
で
勝
負

丸
み
を
帯
び
た
き
れ
い
な
形
に
整
え
た
り
、
履
き
心
地
を
よ
く
し
た
り
す
る
に
は
、
熟
練

社
員
の
手
作
業
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
＝
府
中
市
府
中
町

革靴とスニーカーの製法を融合させた「ス
ピングルビズ」

「スピングルニーマ」は女性向けにつくられ
ている＝いずれもスピングルカンパニー提供
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開
港
し
て
20
年
あ
ま
り
。

広
島
空
港
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
６

月
27
日
か
ら
は
、
中
国
地
方

で
初
め
て
格
安
航
空（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

が
就
航
す
る
。

　

中
国
・
上
海
を
拠
点
に
す

る
春
秋
航
空
の
日
本
法
人
が
、

成
田
と
広
島
、
高
松
、
佐
賀

の
３
空
港
を
結
ぶ
路
線
を
同

時
開
設
す
る
。
４
月
か
ら
発

売
さ
れ
て
い
る
広
島
―
成
田

の
片
道
運
賃
は
５
６
９
０
円

か
ら
。
格
安
チ
ケ
ッ
ト
で
も

既
存
の
羽
田
便
は
ほ
ぼ
倍
以

上
、
新
幹
線
は
ほ
ぼ
３
倍
以

上
に
な
る
。
同
水
準
の
金
額

で
東
京
に
行
け
る
の
は
、
高

速
バ
ス
ぐ
ら
い
だ
。

　

高
速
バ
ス
と
違
う
の
は
、
広

島
市
街
地
か
ら
広
島
空
港
ま

で
と
成
田
か
ら
都
心
の
交
通

費
が
計
２
千
円
程
度（
バ
ス
利

用
の
場
合
）か
か
る
こ
と
。
乗

り
換
え
が
う
ま
く
い
け
ば
、
４

時
間
半
弱
で
東
京
駅
に
着
く
。

　

春
秋
航
空
は
現
在
、
関
西
、

茨
城
、
高
松
、
佐
賀
の
４
空

港
と
上
海
を
結
ぶ
国
際
線
を

運
航
し
て
い
る
。
宮
島
、
原
爆

ド
ー
ム
と
い
う
世
界
遺
産
が
あ

り
、
観
光
地
の
広
島
と
成
田

を
結
ぶ
路
線
を
持
て
ば
、
佐
賀

や
高
松
、
関
空
か
ら
入
国
し

た
中
国
人
客
を
広
島
経
由
で

関
東
に
送
り
、茨
城
か
ら
帰
国

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
の

ル
ー
ト
も
設
定
で
き
る
。
国
内

で
も
夜
行
バ
ス
利
用
者
や
家

族
客
を
取
り
込
む
つ
も
り
だ
。

　

広
島
と
成
田
を
結
ぶ
路
線

は
ボ
ー
イ
ン
グ
７
３
７
を
使

う
。
１
機
あ
た
り
１
８
９
座

席
で
１
日
２
往
復
。
搭
乗
率

は
８
割
を
想
定
す
る
。「
路
線

が
認
知
さ
れ
れ
ば
増
便
も
検

討
す
る
」（
同
社
）。

　

県
空
港
振
興
課
に
よ
る
と
、

現
在
も
成
田
便
は
１
便
あ
る

が
、
全
日
空
の
乗
り
継
ぎ
客

が
大
半
を
占
め
、
客
層
は
か

ぶ
ら
な
い
と
い
う
。「
航
空
業

界
に
お
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
市
場

占
有
率
は
上
が
っ
て
お
り
、

今
後
の
需
要
増
が
見
込
め
る
」

と
分
析
す
る
。

　

広
島
空
港
の
羽
田
便
の
利

用
者
は
２
０
０
３
年
度
を
境

に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
空
港

の
利
用
者
全
体
も
02
年
度
の

３
４
４
万
人
を
ピ
ー
ク
に
13

年
度
は
２
６
４
万
人
に
。
背
景

に
あ
る
の
は
Ｊ
Ｒ
の
攻
勢
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る
と
、

東
京
～
広
島
の
新
幹
線
と
航

空
機
の
シ
ェ
ア
を
比
較
す
る

と
、
03
年
度
は
航
空
機
が
61
・

９
％
だ
っ
た
が
、徐
々
に
低
下
。

09
年
度
は
49
・
９
％
に
な
り
、

新
幹
線
が
逆
転
し
た
。
12
年

度
は
43
・
５
％
ま
で
航
空
機

は
落
ち
た
。
の
ぞ
み
の
数
を

増
や
し
て
き
た
こ
と
や
料
金

の
割
引
を
始
め
た
こ
と
な
ど

が
要
因
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の

就
航
に
つ
い
て
「
影
響
が
な

い
と
は
言
え
な
い
。
ト
ン
ネ

ル
内
で
携
帯
電
話
が
つ
な
が

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
が
、

引
き
続
き
努
力
し
た
い
」
と

受
け
止
め
る
。

　

岡
山
市
に
は
岡
山
空
港
が

あ
り
、
県
西
部
か
ら
近
い
山

口
県
岩
国
市
に
は
12
年
12
月
、

岩
国
錦
帯
橋
空
港（
岩
国
空
港
）

が
開
港
。
空
港
間
の
競
い
合

い
も
増
し
て
い
る
。
広
島
空

港
の
課
題
だ
っ
た
道
路
網
は
、

東
広
島
呉
道
路
が
今
年
度
中

に
全
線
開
通
す
る
な
ど
整
備

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
空
港
利
用

を
促
進
す
る
県
空
港
振
興
課

は
「
呉
駅
と
空
港
を
結
ぶ
バ
ス

を
運
行
す
る
な
ど
し
て
、
利

用
者
増
を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
。  　
　

  （
井
石
栄
司
）

上
海
拠
点
の
航
空
会
社

日
本
法
人
が
就
航

高
速
バ
ス
並
み
運
賃

開
港
20
年

利
用
客
は
減
少
傾
向

岩
国
に
も
空
港

毎日、ＡＮＡ（９往復）　ＪＡＬ（８往復）計１７往復
毎日、ＡＮＡ（１往復）　ＪＡＬ（１往復）計２往復
毎日、ＩＢＥＸ・ＡＮＡの共同運航（２往復）
毎日、ＡＮＡ（１往復）
毎日、ＩＢＥＸ・ＡＮＡの共同運航（１往復）
春秋航空〈６月27日～〉（２往復）

毎日、アシアナ航空・ＡＮＡの共同運航（１往復）
日・月・火・水・金・土　
中国国際航空・ＡＮＡ共同運航（１往復）
毎日、中国東方航空・ＪＡＬの共同運航（１往復）
毎日、チャイナエアライン（１往復）

羽　　田　　便：
札　　幌　　便：
仙　　台　　便：
沖　縄　（那覇）：
成　　田　　便：

韓国・ソウル便：
中国・北京・大連便：

中国・上海・成都便：
中国・台北便：

広島空港の主な定期便

ひろしま経済ニュース

山
間
地
を
切
り
開
い
て
造
ら
れ
た
広
島
空
港
。

濃
霧
で
の
欠
航
を
防
ぐ
た
め
の
高
度
計
器
着
陸
施

設
が
滑
走
路
の
端
に
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
る

６月に広島空港に就航する春秋航空の機体＝春秋航空提供

国

　
　内

海

　
　外

中
国
地
方
初
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ

６
月
に
広
島
空
港
へ

変
わ
る
空
の
事
情

広島空港利用者の推移と年表
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古本と珈琲　楢～なら～
☎（082）234-3887

こだま食品株式会社
薔 0800-100-0831　http://www.kodama831.com

古本と珈琲が楽しめるお店
ほっとする雰囲気で本探しを

こだま食品株式会社
『国産　高原のごぼう茶』を販売

みんなでマリーナを楽しもう！
海遊びセミナーとショートクルーズ

　イオンシネマ広島では、親子で鑑賞できる 2 本の映画を上
映。現在上映中の「しんかんせんとわくわくでんしゃ大集合」は、
明るめの照明と小さめの音響に設定され、小さな子どもでも安
心して見ることができる。5 月 31日（土）から上映が始まる「劇
場版　ゆうとくんがいく」は、サッカーの長友佑都選手監修ア
ニメ映画で、不思議な町でサッカーをする少年の物語。両作と
も鑑賞料金（税込）は 1,000 円（「しんかんせん～」は子ども
500 円）。

　JR 西日本のみどりの窓口では、「赤ヘル入場券」（マツダス
タジアム広島東洋カープ公式戦入場引換券）を発売中。内野
指定席 A（1 塁側 or 3 塁側）3,600 円と外野指定席（ライト）
2,100 円。また、三原駅では、往復新幹線、赤ヘル入場券、「む
さし」の食事券がセットになった『赤ヘルええじゃんプラン』（大
人 7,200 円、子ども 5,900 円）も販売している。みんなでカー
プを応援しにいこう！（全て税込み、2 日前まで購入可能。）

　広島ホームテレビ主催「スロヴェニア　マリボール国立歌劇場
カルメン」が 7 月1 日（火）、広島文化学園 HBG ホールで上演
される。“光の魔術師”フィリップ・アルローが演出の美しい舞台と
なっており、注目はカルメンを演じる話題の新星、オクサナ・ヴォル
コヴァ。パワフルな美声で、エネルギッシュな悪女を披露する。全
4 幕、日本語字幕付き。チケットはエディオン広島本店ほかで発売
中。料金は S 席 15,000 円、A 席 12,000 円など。

　
　広島市中区富士見町の酒
店、てらやでは、広島市内で
同店のみ取り扱っている全国
の銘酒を多数そろえている。
関東・九州で人気、ふわりと
して飲みやすい店長一押しの

「繁桝（しげます）」や、食前
食後にオススメの「笑四季（え
みしき）」、貴重な本格焼酎「三
岳（みたけ）」など種類豊富。
試してみたい方のために月 1
度、テーマにそった飲み比べ
会「てらやの会」も開催（5
月は本日）。会費 1,500 円
で 5 杯（おつまみ付き）。参
加は電話で連絡を。

上神農園
☎（0823）66-3611　http://www.lemoist.net

株式会社　サンモール
☎（082）245-6000　http://sunmall.co.jp/blueberry

イオンシネマ広島
☎（082）261-1310　http://www.aeoncinema.com/cinema/hiroshima

リーガロイヤルホテル広島
☎（082）502-1121　http://www.rihga.co.jp/hiroshima

てらや
☎（082）542-8225　http://ameblo.jp/teraya-sake

JR 西日本広島支社　営業課
☎（0570）666-830　http://www.jr-odekake.net

広島ホームテレビ
☎（082）221-7116　http://home-tv.co.jp

上神農園が、muse、近畿大学と
レモンを使った化粧水を共同開発

親子で映画を見よう！
お子さまも安心して楽しめる映画公開

リーガロイヤルホテル広島
開業20周年記念フェアを開催

『赤ヘル入場券』
JRみどりの窓口で発売中！

オペラの名作『カルメン』を生で
マリボール国立歌劇場が初の広島上演！

珍しいお酒を多数取りそろえ
物語のある銘酒と食品の店てらや

　呉市のレモン農家である上神農園は、有限会社 muse（ミュー
ズ）、近畿大学の野村正人教授と共同で、レモンの花を使った
化粧水「le moist（レ・モイスト）」を開発した。もとは上神さ
んの妻の手づくり化粧水だったものを、化粧品の製造販売を行
う muse の協力で製品化。化粧品原料を研究する野村教授は、
レモンの花に美白を期待できる成分が含まれていることを検証
した。1 本 3,000 円（税抜）でネットショップなどで販売中。

　広島市中区紙屋町のサンモール屋上で 6 月 14 日（土）～7
月 6 日（日）、ブルーベリー園が開園する。ブルーベリーの摘
み取り体験（100g・税込 500 円）や実付き株の購入ができ、
昨年より大粒で美味しいブルーベリーを楽しむことができる。
また、6 月 14 日～ 22 日（日）は、「紙屋町ブルーベリー祭」
を開催。14・15・21・22 日の 4 日間は、カフェやマルシェな
どが開かれ、祭りを盛り上げる。開園時間は 11 時～ 17 時。

　リーガロイヤルホテル広島
は、今年 4 月に開業 20 周
年を迎え、記念フェアを開催
中。レストランでは地元企業
とのコラボレーションによる
特別メニュー「広島魅力の逸
品」をフレンチ、中国料理な
ど 6 店舗にて展開。宿泊プ
ランでは、人気海外ブランド
のアメニティなど美・癒しの
特典を充実させた女性限定
プランと、さまざまなシーン
で利用できる 20 周年記念
特別プランの 2 種類を用意
している。宿泊の予約は電
話でお申し込みを。

　今年の３月 20 日、西区横川町にブックカフェ「楢～なら～」
がオープンした。落ち着いた雰囲気の店内には、ほっと心を休
めて本を読むことのできる空間が広がっており、小説や雑誌な
ど、たくさんの本が並べられている。その一角にあるカフェスペー
スでは、プレスで淹れたこだわりのコーヒー（一杯 300 円）を
飲むことができ、コーヒーをおともに読書を楽しめる。本の買
い取りもしている。気軽にお越しを。

　乾燥野菜食品メーカーのこだま食品株式会社（福山市）は、
鹿児島産ごぼうを使用した「国産　高原のごぼう茶」を販売中。
蒸気の熱で焙煎する方法を用いることで、ごぼうの風味と香ば
しさをバランス良く際立たせた。従来品のお茶に比べて低価格
設定で、ティーパック 1 袋当たり 73 円。2g × 30 袋を 2,190
円（税抜）で販売している。同社が運営するオンラインショッ
プ「こだまいきいき農場」で販売中。

第2回「紙屋町ブルーベリー祭」
サンモールで開催

コーヒー１杯無料券
５名様

繁桝と笑四季
各１名様

ペア招待券（S 席）
２組４名様

国産　高原のごぼう茶
５名様

le moist
５名様

イオンシネマ広島で
使える映画鑑賞券
５組１０名様

平成26年5月31日（必着）

レストランコルベーユの
ランチビュッフェ（平日限定）

３組６名様

　太陽光発電などエコ関連
商品の販売・施工をしている
Sun.Assist.（サン・アシスト）
は、「リチウムイオン蓄電シ
ステム（京セラ）」を販売して
いる。安い深夜電力を蓄電
池に蓄え、料金が高い昼間
に使用することで、購入電力
を減らし節電に貢献、災害
時には電源としても使用可
能。広島市南区東雲のショー
ルームで展示している。定価
は 240 万円（税抜）で、販
売価格により 80 ～ 90 万円
の補助金が交付される。

　５月と６月に、海を楽しむイベント「レンタルボートで楽しむ
瀬戸内クルージング」が開催される。海の駅を利用した瀬戸内
クルーズの楽しみ方やレンタルボートの利用法、船舶免許取得
のノウハウなどを紹介する「海遊びセミナー」と、ショートクルー
ズ体験もできるという内容で、会場は５月 24 日（土）、25 日（日）
がボートパーク広島（中区吉島）、６月８日（日）が境ガ浜マリー
ナ（尾道市浦崎町）。参加費無料で、参加特典も用意している。
お申し込みは下記フリーダイヤルまで。

株式会社 Sun.Assist.
薔 0120-161-368　http://www.urudensun.jp

レンタルボートで楽しむ瀬戸内クルージング推進委員会
薔 0120-730-344（ヤマハホットライン 9:30 ～ 17:30）　http://www.setouchi-cruise.jp

災害に備えて蓄電システム
Sun.Assist. が販売
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交
通
事
故
で
車
が
破
損

し
ま
し
た
。
修
理
費
の
見

積
も
り
を
と
っ
た
と
こ

ろ
、
１
０
０
万
円
。
加
害

者
の
保
険
会
社
か
ら
は

「
車
の
時
価
が
50
万
円
な

の
で
、
50
万
円
し
か
支
払

え
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
全
額
を
支
払
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
―
―
。

　

車
を
修
理
し
て
使
い
続

　

行
政
評
価
局
の
仕
事
は

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」（
だ

ろ
う
と
思
う
）。
一
つ
は

行
政
相
談
。
県
内
１
３
５

名
、
中
国
５
県
で
４
３
７

名
の
行
政
相
談
委
員
が
あ

な
た
の
町
で
、
行
政
に
関

す
る
苦
情
や
要
望
を
受
け

付
け
、
関
係
機
関
に
伝
え
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
日
々

努
力
し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
、

　

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の

入
口
（
頸
部
と
呼
び
ま

す
）
に
で
き
る
が
ん
で
、

日
本
で
は
若
い
女
性
の
頸

が
ん
や
前
が
ん
病
変
が
増

加
し
て
お
り
、
子
宮
頸
が

ん
は
20
歳
代
、
30
歳
代
の

日
本
女
性
が
か
か
る
「
が

ん
」
の
第
１
位
を
占
め
ま

す
。
最
近
の
報
告
で
は
年

間
約
２
０
０
０
０
人
が
罹

患
し
、
約
３
５
０
０
人
の

　

平
成
25
年
12
月
１
日
、

オ
フ
ィ
ス
街
中
心
部
に
位

置
す
る
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

立
町
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ

フ
ィ
ス
」
を
開
設
し
ま
し

た
。

　
「
街
中
で
頼
れ
る
拠
点

が
ほ
し
い
」「
空
き
時
間

を
活
用
で
き
る
場
所
が
ほ

し
い
」
と
い
う
学
生
の
声

を
く
み
取
り
、
企
業
の
採

け
た
い
あ
な
た
の
気
持
ち

は
理
解
で
き
ま
す
が
、
法

律
的
に
は
、
保
険
会
社
の

言
い
分
が
基
本
的
に
は
正

し
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
車
は
同
種
同
等
の
車

が
市
場
に
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
か
ら
、
事
故
車
を
廃

車
に
し
て
50
万
円
で
同
種

同
等
の
車
を
購
入
す
れ
ば

足
り
る
の
で
、
加
害
者
が

そ
れ
以
上
の
損
害
賠
償
を

す
る
必
要
は
な
い
、
と
い

う
理
屈
で
す
。
修
理
費
が

車
の
時
価
を
超
え
る
場
合

は
「
経
済
的
全
損
」
と
呼

ば
れ
て
い
て
、
基
本
的
に

は
時
価
が
損
害
額
と
な
る

と
扱
わ
れ
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
同
種
同
等

住
民
の
暮
ら
し
と
行
政
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
。
近

所
の
交
通
標
識
が
見
や
す

く
な
っ
た
の
も
、
通
学
路

の
歩
道
が
歩
き
や
す
く
修

理
さ
れ
た
の
も
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
誰
か
の
相
談
を

行
政
相
談
委
員
が
受
け
て

行
政
に
働
き
か
け
た
お
か

げ
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
は
行
政
評

価
。
行
政
機
関
の
仕
事
が

本
当
に
効
果
的
・
効
率
的

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

い
ろ
い
ろ
な
施
策
が
暮
ら

し
の
安
全
安
心
や
利
便

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
を
住
民
の
目
線
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

女
性
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
初
期
の
子
宮
頸
が
ん

は
症
状
が
な
く
、
検
診
で

見
つ
か
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は

20
歳
か
ら
受
け
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
市
町
村

事
業
で
２
年
に
１
回
は
補

助
券
が
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。
検
診
は
子
宮
頸
部
か

ら
ブ
ラ
シ
・
へ
ら
な
ど
を

使
っ
て
細
胞
を
採
取
す
る

細
胞
診
で
判
定
し
ま
す
。

非
常
に
精
度
の
高
い
検
診

で
、
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

細
胞
診
で
異
常
と
判
定
さ

れ
る
と
、
組
織
診
に
よ
る

精
密
検
査
を
受
け
て
診
断

さ
れ
ま
す
。

用
情
報
公
開
が
解
禁
と
な

る
12
月
１
日
に
合
わ
せ

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン

タ
ー
な
ど
を
設
置
。
本
学

学
生
が
、
企
業
訪
問
や
採

用
試
験
の
合
間
に
立
ち
寄

り
、
最
新
情
報
の
収
集
、

資
料
や
身
だ
し
な
み
の
最

終
チ
ェ
ッ
ク
、
ま
た
一
息

つ
く
こ
と
も
出
来
る
街
ナ

カ
の
大
学
施
設
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
１
２
０
名
以

上
の
学
生
が
利
用
し
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

が
利
用
で
き
る
環
境
を
整

え
、
利
用
状
況
に
よ
っ
て

は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
の
常
駐
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

の
車
を
購
入
し
よ
う
と
し

て
も
、
事
故
車
の
廃
車
費

用
や
購
入
車
の
検
査
・
登

録
、
車
庫
証
明
取
得
等
に

も
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
「
買
い
替
え
諸

費
用
」
も
、
時
価
に
加
え

て
請
求
で
き
ま
す
。
あ
な

た
と
し
て
は
、「
時
価
額

＋
買
い
替
え
諸
費
用
」
を

受
け
取
っ
て
修
理
費
の
一

部
に
充
て
る
か
、
新
た
に

車
を
購
入
す
る
か
、
選
択

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
・
教
育
、

鉄
道
施
設
の
保
全
対
策
、

世
界
文
化
遺
産
の
保
存
管

理
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の

整
備
な
ど
暮
ら
し
に
関
わ

る
多
く
の
テ
ー
マ
で
調
査

を
行
い
、
そ
の
改
善
に
向

け
て
各
機
関
と
真
摯
に
議

論
し
、
現
状
や
方
向
性
な

ど
を
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
示
し
て
い
き
た
い
。「
よ

く
わ
か
る
」
行
政
評
価
局

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
約
８
割

は
前
が
ん
病
変
の
段
階
を

経
て
５
年
か
ら
10
年
か

け
て
「
が
ん
」
に
進
行
す

る
と
さ
れ
、
早
期
発
見
が

可
能
で
す
。
子
宮
頸
が
ん

に
か
か
り
や
す
い
年
齢
と

出
産
年
齢
が
同
一
世
代
と

な
っ
た
現
在
、
子
宮
頸
部

前
が
ん
病
変
は
円
錐
切
除

術
に
よ
り
子
宮
の
温
存
も

可
能
で
あ
り
、
検
診
は
妊

娠
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

か
ら
も
大
変
有
益
で
す
。

　

来
年
度
か
ら
の
短
期

集
中
型
の
就
職
活
動
に

備
え
、
限
ら
れ
た
時
間

を
有
効
活
用
す
る
た
め
に

も
、
こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ

フ
ィ
ス
は
今
後
ま
す
ま
す

必
要
性
が
高
ま
り
、
需

要
も
増
す
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
変
わ
り
ゆ
く
就

職
活
動
環
境
の
な
か
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
の

た
め
に
様
々
な
支
援
強
化

に
取
り
組
み
、
全
力
で
学

生
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

車が破損
保険会社の算定
修理費下回ったら

子宮頸がん
検診で早期発見と
妊娠機能の温存を！！

行政の仕事
住民目線でチェック
改善に向け議論

学生の就職支援
キャリアセンター
オフィス街に

広島経済大学キャリアセンター部長
川村　健一

広島女性クリニック　院長
永井　宣隆

ひまわり法律事務所　弁護士
青谷　智晃

中国四国管区行政評価局長
後藤　篤二
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三
線
（
さ
ん
し
ん
）
と
い

う
沖
縄
の
楽
器
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
三
味
線
に
似
て

い
ま
す
が
、
少
し
小
ぶ
り
で
、

胴
の
部
分
に
蛇
の
皮
が
張
っ

て
あ
る
楽
器
で
す
。

そ
の
三
線
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
る
の
が
、
今
回
お
話
を

う
か
が
っ
た
中
本
俊
之
さ
ん

（
52
）。
中
本
さ
ん
は
、
年
に

３
度
も
沖
縄
旅
行
に
出
か
け

る
ほ
ど
の
、
自
他
と
も
に
認

め
る
大
の
沖
縄
好
き
。
そ
れ

ま
で
音
楽
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
友
人
に
誘
わ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

三
線
に
挑
戦
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
中
本
さ
ん
は
「
一
生
懸

命
演
奏
す
る
よ
り
も
、
歌
う

こ
と
が
メ
イ
ン
。
テ
ン
ポ
も

ゆ
っ
く
り
で
、
気
張
ら
ず
に

楽
し
め
ま
す
よ
」
と
、
ゆ
っ

た
り
付
き
合
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

三
線
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ド

　

今
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」。
店
内

に
入
る
と
辺
り
一
面
に
ま
つ

ぼ
っ
く
り
が
装
飾
さ
れ
て
お

り
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が

広
が
り
ま
す
。

　

和
食
へ
の
こ
だ
わ
り
を
強

く
持
っ
て
い
る
店
長
の
松
原

さ
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
見
る
と
、
小
イ
ワ

シ
や
あ
な
ご
の
刺
し
身
、
生

シ
ャ
コ
の
刺
し
身
な
ど
、
ほ

か
で
は
あ
ま
り
目
に
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
メ
ニ
ュ
ー
が

並
び
ま
す
。
地
元
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
県
外
の
友
人
に
も

オ
ス
ス
メ
で
き
る
お
店
で
す
。

　

仕
入
れ
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
メ
イ
ン
を
支
え
る
野

菜
は
す
べ
て
無
農
薬
野
菜
。

お
肉
は
国
産
、
魚
は
そ
の
日

に
仕
入
れ
た
新
鮮
な
も
の
と
、

お
客
さ
ん
に
最
高
の
も
の
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

お
酒
の
種
類
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
特
に
オ
ス
ス
メ
す
る

の
が
日
本
酒
。美
和
桜
や
獺
祭
、

飛
露
喜
な
ど
各
地
域
の
銘
酒

が
す
べ
て
５
０
０
円
で
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
女
性
に
人

気
の
果
実
酒
も
み
か
ん
や
り

ん
ご
な
ど
、
５
種
類
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

　

料
理
や
お
酒
に
負
け
な
い

く
ら
い
魅
力
的
な
の
が
、
き

さ
く
な
店
長
で
す
。
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
料
理
、
お
酒
、

会
話
が
楽
し
め
ま
す
。

し
て
い
る
ご
様
子
。

　

来
年
に
は
、
広
島
で
三
線

を
楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち
で

沖
縄
を
訪
ね
、
地
元
の
人
た

ち
と
演
奏
会
を
開
催
す
る
予

定
な
の
だ
と
か
。
三
線
を
通

し
て
、
沖
縄
の
文
化
を
存
分

に
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
三
線
の
魅
力
を

お
聞
き
す
る
と
、「
あ
の
優
し

い
音
色
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
人
と
の
縁
も

生
ま
れ
ま
す
。
三
線
を
一
緒

に
楽
し
め
る
人
が
も
っ
と
増

え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
三
線
を
つ
ま

弾
い
て
、
沖
縄
文
化
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？　
　
　
　

  （
藤
井
聡
美
）

　

朝
日
新
聞
の
広
島
・
備
後

版
（
地
域
面
）
だ
け
で
は
伝

え
き
れ
な
い
広
島
経
済
の
き

め
細
か
な
情
報
を
読
者
の
み

な
さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
―

―
。
朝
日
新
聞
の
グ
ル
ー
プ

企
業
が
一
体
と
な
り
、
月
刊

紙
「
ビ
ジ
ネ
ス
朝
日
」
を
発

行
し
て
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
県
内
総
支
局
の

記
者
が
大
き
く
入
れ
替
わ
り
、

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
執
筆
陣

に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
う
言

う
わ
た
し
も
、
大
阪
か
ら
異

動
し
て
き
ま
し
た
。引
き
続
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
朝
日
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
春
ま
で
２
年

近
く
デ
ス
ク
で
勤
務
し
た
の

で
、
広
島
は
二
度
目
と
な
り

ま
す
。
７
年
ぶ
り
の
広
島
は
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
変
化
を
さ

ま
ざ
ま
な
所
で
感
じ
ま
す
。

　

ま
ず
は
カ
ー
プ
と
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェの
大
躍
進
。
わ
た
し

が
い
た
こ
ろ
の
カ
ー
プ
は
５
～

６
位
の
常
連
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

は
、
佐
藤
寿
人
選
手
が
日
本

人
得
点
王
に
輝
く
も
、
上

位
に
食
い
込
め
な
い
で
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
昨
季
、
サ
ン
フ
レ

は
連
覇
、
カ
ー
プ
は
16
年
ぶ

り
Ａ
ク
ラ
ス
。
勢
い
が
あ
る
の

は
いい
で
す
ね
。４
月
号「
カ
ー

プ
・
サ
ン
フ
レ
ビ
ジ
ネ
ス
花
盛

り
」
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

両
チ
ー
ム
の
活
躍
で
街
が
いっ

そ
う
元
気
に
見
え
ま
す
。

　

７
年
前
と
比
べ
、
変
貌
ぶ

り
に
驚
い
た
も
の
の
ひ
と
つ

に
、
レ
モ
ン
も
あ
り
ま
す
。

太
陽
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た

瀬
戸
内
の
柑
橘
類
は
わ
た
し

も
大
好
物
で
す
が
、
レ
モ
ン

は
い
ま
ひ
と
つ
力
を
発
揮
で

き
て
い
な
い
印
象
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
回
街
を
め

ぐ
る
と
、
関
連
商
品
が
あ
る

こ
と
、
あ
る
こ
と
。
そ
の
数

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
Ａ

Ｋ
Ｂ
の
「
大
使
」
ま
で
任
命

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
っ
そ
く
、「
ブ
ー
ム
到
来
」

と
い
う
レ
モ
ン
鍋
を
試
し
ま

し
た
。す
っ
ぱ
い
と
思
っ
た
ら
、

そ
う
で
な
い
。
塩
こ
う
じ
ベ
ー

ス
で
す
っ
き
り
。
健
康
ブ
ー

ム
の
な
か
、
全
国
発
信
の
さ

ら
な
る
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
外
国
か
ら
の

観
光
客
を
数
多
く
見
か
け
ま

す
し
、
広
島
駅
前
の
再
開
発

に
は
目
を
見
張
り
ま
す
。
広

島
の
街
の
変
化
、
熱
い
息
吹

を
こ
れ
か
ら
も
追
い
か
け
て

い
き
ま
す
。

レ
ミ
」
の
音
符
が
書
か
れ
た

楽
譜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
工
工

四
（
く
ん
く
ん
し
ー
）
と
い

う
、
独
特
の
記
譜
法
で
書
か

れ
た
楽
譜
を
見
て
演
奏
し
ま

す
。
現
在
は
月
に
二
度
、
先

生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
実
は
中
本
さ

ん
に
は
も
う
一
つ
楽
し
み
が
。

「
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
先
生

が
沖
縄
の
方
な
の
で
、
沖
縄

の
話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
歴
史
や
社
会

問
題
、
文
化
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
話
を
す
る
こ
と
で
勉
強

に
も
な
る
ん
で
す
」
と
充
実

優
し
い
音
色
で
ゆ
っ
た
り
と

三
線
を
通
し
て
沖
縄
を
知
る

７
年
ひ
と
昔
？

変
化
に
驚
き

旬
の
食
材
と
お
い
し
い
お
酒
に
酔
い
し
れ
る

し
っ
ぽ
り
く
つ
ろ
げ
る
和
み
空
間

まつぼっくり
営業時間／ 17：00 ～ 24：00
☎（082）502-3199　
定休日：日曜日
住　所：広島市中区八丁堀 12-8 ワイディビル１Ｆ

店長オススメの生しゃこのお刺身

朝日新聞広島総局長
杉林浩典

株式会社中本本店
代表取締役

中本俊之さん
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広い管内
土地に応じた
サービス追究

現場見せ合い改善
中小企業の底上げへ
会員100 社めざす

日本郵便中国支社長
NPO法人中小企業
ビジネスエンジン支援会理事長

長
は

谷
せ

川
がわ

　篤
あつし

さん（48 歳） 角
かど

本
もと

　実
み

香
か

さん（53 歳）

京都市出身。京大経済学部を卒業後、
旧郵政省へ。郵政事業庁総務課長補佐
などを歴任。2007年の郵政民営化後は、
日本郵政株式会社の本社経営企画部の
担当部長などを務め、今年 4 月から現職。
職場にも近いひろしま美術館（広島市中
区）がお気に入り。

【プロフィール】
東京都大田区出身。高校時代に父親の
転勤で広島に。岩国短期大学幼児教育
科を卒業後、富士ゼロックスやリクルー
ト、外資系コンサルタント会社などをへ
て、2000 年にコンサル会社を設立。11
年に支援会を立ち上げた。コンサル会社
アルファエスアイ社長。

【プロフィール】

　――中国５県の郵便事業を統
括しています。
　約 2200 の郵便局があり約 2 万
5 千人が働いています。各地で
24 時間安定したサービスを提供
できるようにするのが使命。着
任したばかりで、お客様たちの
声を聞くため、猛烈な勢いで各
県を回っていますが、中国地方
の広さを実感しています。
　――オリジナル切手づくりも
盛んですね。
　比婆道後帝釈国定公園（広島、
鳥取、島根）の指定 50 周年を記
念した切手の販売を始めたばか
り。サンフレッチェ広島のＪリー
グ連覇の記念切手も作りました。
お客様からの提案で、切手にな
ることもあります。
　――日本郵便は「総合生活支
援企業」を目指し2012 年に発
足。管内の新しいサービスは？
　岡山県新見市の 20 郵便局で昨
年秋から、一人暮らしの高齢者
の健康状況の確認などをする「み
まもりサービス」を試験的に始
めました。現場の声を集めて本
社に届けて全国展開に向けた取

　――会ではどのような取り組
みを？
　会員企業は 6 社。3S（整理・
整頓・清掃）を推進するために、
月に 1 度、互いに会社を見せ合っ
て改善点を指摘し合う取り組み
を続けています。ほかには合同
で東京の展示会に出展していま
す。職場をきれいにするだけでも、
仕事の効率はあがります。1 社で
は気づけないこと、実現できな
いことを協力して進めています。
　――始めたきっかけは？
　元々は、ISO（会社をより良く
する仕組みの国際規格）の認証
を取得するためのコンサルタン
ト業務をしていました。でもコ
ンサル費用は中小企業にとって
は高い。互いに指摘し合えば費
用が抑えられます。　　
　――会員を100社にしたいそ
うですね。
　野望です。オリンピックのある
2020 年までにしたい。みんなに

「無茶」と言われますけど。世界
中の人に、東京に来たついでに広
島の中小企業を見学に来てもら
うのが理想です。ビジネスで関

り組みを進めています。土地に
応じたサービスのできる郵便局
でありたいです。
　――ネット普及で年賀状配達
も減少しているのでは？
　減る流れにあるのは事実です
が、スマートフォンで年賀状を作
成できるサービスは好評です。郵
便局って ITと関係ないと思うかも
しれませんが、転居時に必要な
郵便物を転送するための届けもス
マートフォンで OK。私？もちろん
今回の広島転勤でも使いました。
　――その広島での暮らしはい
かがですか？
　広島での勤務も初めて。いろ
んな店に入ったけれど、昔から
の知り合いのように話しかけて
くれます。温かいまちに来たな
と実感しています。
　――異動したばかりの疲れを
とる息抜き方法は？
　音楽が趣味で、広島に持ち込
んだピアノを我流で演奏したり、ク
ラシックコンサートに行ったりしたい
けれど、なかなか時間が取れま
せんね。悲しいけど、当面はお
預けです。   （聞き手・清水謙司）

係を築けば、何度も来てもらえる。
観光よりも人を呼び込めるので
は。仕事の効率化は世界共通な
ので、関心は高いはず。
　――なぜ中小企業に注目を？
　社員の個性で動いているとこ
ろに魅力を感じます。大手企業は、
良くも悪くも仕組みで動いてい
る。例えば、人が一人やめても
大きく変わらないでしょう。中
小は一人やめたら大変。一つ一
つの会社にいろんなドラマがあ
ります。勉強して変わっていく
道のりも見えやすい。
　系列で仕事を受ける縦の関係
はあっても、中小同士の横のつ
ながりが薄い。チェックしあっ
てよく知れば、うちはその部品
作れないけどあそこは作れると
いうように互いの営業もできる
と思います。
　――休日の息抜きは？
　主人との散歩です。川沿いや
海沿いをぶらぶらと、こんなこ
とやりたいとか考えを話しなが
ら。口に出すと、頭の中が整理
されてすっきりします。

　　（聞き手・木村和規）
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